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平成２２年度第２回富里市国民健康保険運営協議会会議録要点筆記 

 
招集年月日 平成２２年８月１９日 

招集の場所 富里市役所 ３階 第３会議室 

開会・閉会 
の  時  間 

開会  平成２２年８月１９日 １３時３０分 

閉会  平成２２年８月１９日  １５時１５分 

氏    名 出欠等の別 届出の有無 

◎秋本 真利 ○  

○高橋 保夫 ○  

池田  明 欠 有 

綿貫 文雄 ○  

大竹 俊子 ○  

佐久間 弘子 欠 有 

我妻 道生 欠 有 

内田 啓二 ○  

◎会長 
○会長職務代理 

麻野 邦子 欠 有 

会議録署名委員 秋本 真利 

国保年金課長  大竹 明男 

主     査    甲田 修巳 

主     査    君塚  純 
説明のため出席 
した者の職氏名 

 
職務のため出席 
した者の職氏名 

 
 

会議に附した事件 別紙のとおり 

会議の経過 別紙のとおり 
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平成２２年度第２回富里市国民健康保険運営協議会会議次第 
 

日 時 平成２２年８月１９日（木） 
午後１時３０分～ 

                    場 所 市役所３階第３会議室 
 

１ 開 会 
  
 
２ 市長あいさつ 
 
 
３ 議 題 
 
（１） 平成 21 年度富里市国民健康保険特別会計決算について 
 
 
 
（２） 平成 22 年度富里市国民健康保険特別会計補正予算（第 1 号）(案)に 

ついて 
 
 
 
４ その他 
 
 
 
 
５ 閉 会 
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○委員の意見   ⇒市の説明 
 
３ 議 題 
（１）平成 21 年度富里市国民健康保険特別会計決算について 
 
○収納率特別対策費が減っているが，どうしてか。 
⇒納税課を創設して収納部門を一本化したため，予算を納税課に振り替えた。 
○収納対策として行っていることは。 
⇒窓口で新規加入の方々に口座振替を推進している。 
○何年か推移を見なければわからないが，収納部門を分けた効果はあるのか。 
⇒ご指摘のとおり推移を見なければ分からないが，納税課ができたことによって市税と

国保税で重複して収納事務を行う必要がなくなった。滞納されている人にとっても複

数の課から督促されなくなったため，計画が立てやすくなったという利点がある。 
○現在の滞納繰越額はいくらか。 
⇒平成 22 年 7 月末現在，滞納繰越額の合計は 17 億 531 万 2,951 円である。 
○これから先，高齢化が進み，ますます収納率が下がると思う。滞納額を減らす対策は

考えているのか。 
⇒平成 20 年度に収納部門を分けて納税課を創設した。これによってきちんと納付して

いる人と滞納されている人を区別し，相談体制も整えた。また，収納率が高い団体の

検証を行っていきたい。 
○ワースト 5 は抜け出せるよう努力してほしい。  
⇒日々改善の努力を行っていくしかない。 
○滞納繰越額の 17 億は 2 年以内と 3 年以上でいくらか。 
⇒それぞれの案件を見てみないと分からないので，後で資料を作成します。 
○次回資料を提出してほしい。 
○口座振替を推進することが重要であるが，口座振替の率はどのくらいか。 
⇒平成 19 年度は 35.6％，平成 20 年度は 30.2％，平成 21 年度は 27.8％である。 
 平成 20 年度に口座振替の率が高い高齢者の方々が，後期高齢者医療制度に移行した

ことが大きな要因で下がってきている。窓口では新規加入の方に対して，口座振替を

推進している。 
○近隣や収納率の高い市町村の口座振替の率を調べてほしい。 
⇒次回までに用意する。 
○富里市の納期は 8 回だが，12 回という市町村もある。今後検討していくのか。 
⇒口座振替を推進するには，納期は 12 回が理想である。ただし，前年の所得が確定し

ない 4 月から 6 月の間，仮の税額を納めてもらうということが課題であり，全国的に

取り入れている市町村は少ない。 
○納めやすい制度へ改正することも一つの対策である。収納率を上げるため要望する。 
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（２）平成 22 年度富里市国民健康保険特別会計補正予算（第 1 号）(案)に 

ついて 
 
○退職被保険者の数が増えたため，繰越金が出た分で歳出の増額補正をするというが，

対象者数の予測については市民課と連携して精度を上げてほしい。 
⇒年齢構成等のデータを活用し，予算の精度を上げるよう努力します。 
 
   採決  挙手全員・・・可決 
 
その他 
 
○行政視察の報告について 
日 程   平成 22 年 8 月 2 日（月） 
視察先   岐阜県 恵那市役所 

 選定理由  人口が同程度 55,295 人 
       市町村合併により保険税から保険料に切り替えた 
       収納率が高い（平成 21 年度現年度分 94.56％） 
 
 ○保険税から保険料へ切り替える検討をしているということは，富里市の健康保険制

度の根幹をなす大きな話であり，慎重に進めてもらいたい。 
 ○口座振替の推進が滞納を減らすことにつながる。もっと推進してほしい。 
 ⇒窓口に来庁された方に口座振替を勧めるよう徹底します。 
 ○恵那市の人口移動はどのくらいか。 
 ⇒正確な数字は把握していないが，ほとんどないという話であった。なお，富里市の

人口移動は年間約 3,000 人である。 
○保険税と保険料のどちらが良いのか。 
⇒時効が 2 年になるが，分納誓約や差し押さえなどで時効中断の措置がとれる。ただ

し，期間が短くなるので調査等を的確に行わなければならず，事務量が増えるとい

うことであった。 
○口座振替にした人に対して，何らかのメリットを出せないか。例えば，口座振替に

した人は 12 回払いにして，納付書は以前のように 6 回払いに戻すとか。 
⇒可能かどうか検討します。恵那市は現在 12 回払いであるが，前年の所得が確定す

る前の課税（仮算定）が問題となっており，改正しようとしている。 
○税から料に変えたらどのくらい滞納繰越額が減って，調整交付金のペナルティはど

のくらいに減るのかなど，説明できる資料を作成してほしい。 
○きちんと納付している人との不公平感も拭えないので，資料を作成してきちんと運

営協議会に諮ってもらいたい。 


